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１.研究の概要 2.成果の特徴・知財
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高度なバイオインフォマティクス解析の経験がなくても手軽に活用
でき、データ駆動のものづくりを加速させる環境を提供

展開例
 優良品種の選抜育種、培養/栽培条件の最適化
 機能性素材のスクリーニング
 継代後の品質担保のための検査システム
 形質情報や現象の原因分析

課題
 比較実験系を構築する必要
 ゲノムサイズや近縁種情報に応じて解析ハードルが高くなる
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新事業の創出に向けた基盤研究
1Gbp以上の植物を全ゲノム解析
95%の遺伝子機能を予測
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ストレス耐性植物の育種

各産業の社会課題の解決に向けた共創事業を多数推進（以下例）

微生物スクリーニング 藻類の屋外培養条件の分析

その他、柔軟に対応

3.既存技術との比較・アピールポイント 4.バイオものづくりへの展開例と課題


